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第　　2　　0　　回　　通　　常　　総　　会　　開　　催
２　０　２　５　年　度　事　業　計　画　が　決　定　！

HPのQRｺｰﾄﾞ

2025年2月16日（日）、日高市文化体育館ひだかアリーナにおいて、第20回NPO埼玉県ウオーキング協会の通常総会が13時00分から14

時00分まで行われました。

当日は、大野元裕埼玉県知事の代理として埼玉県保健医療部健康長寿課長植竹様、日高市教育長中村様を始め、SWA加盟団体の代

表の方々が来賓としてこられました。

総会は正会員の過半数以上の出席で成立。2024年度の事業報告、会計決算報告、会計監査報告、続いて、2025年度の事業計画、会

計予算及び役員の選任について審議され承認されました。詳細内容は総会資料をご覧ください。

会 長 挨 拶

本日、令和７年度第２０回NPO法人埼玉県ウオーキング協会の通常

総会並びに表彰式を迎えられたことを大変うれしく思っています。

また本日は、公私ともにお忙しい中、ご来賓の埼玉県保健医療部健

康長寿課課長植竹様、日高市教育長中村様をはじめ埼玉県マーチン

グリーグ実行委員会の代表の皆様、そして、加盟団体の代表の皆様

のご臨席を賜り感謝申し上げます。また、これまでのご功績で表彰の

栄に浴される皆様、更に本協会を支えていただいております会員の皆

様には、ご出席いただきありがとうございます。

さて、令和５年度は、新型コロナ感染症も表面的には影を潜め、本

協会の諸事業も健康に留意しながらの実施となりました。しかしなが

ら、長期間にわたる新型コロナ感染症により、ウオーカーの皆様から

気力・体力が奪われ、距離を短くしてのウオーキングでした。

令和６年度からは、徐々にではありますが距離を伸ばす中、昼食を挟みながらのウオーキングも実施できるようになりました。このことは、

ウオーキング本来の目的の一つであります「仲間の親睦」に少しづつ近づき、ウオーカーの皆様の笑顔も戻ってきました。

令和７年度を迎え、さいたま市中央区並びにさいたま市与野歩こう会の皆様のご尽力により１月３日恒例の「与野七福神めぐり」が開催

され、令和７年度の初歩きに大勢のウオーカーの皆様が参加されました。翌々日の１月５日には、本協会の初詣ウオークを川越八幡宮で

行ない、会員の皆様とともに１年間の安全祈願をしていただきました。

本協会の諸事業もウオーキング日和りに恵まれる中、２月中旬を迎えております。いよいよ３月実施予定の「武蔵野十里」「さいたマー

チ・見沼ツーデーウオーク」に向けて役員一同気合を入れてその準備を進めているところです。特に「武蔵野十里」は２回目の埼玉県マー

チングリーグ公認大会となることから、会員の皆様はもとより一般のウオーカーの皆様方の参加増加の手ごたえを感じております。また、

「さいたマーチ・見沼ツーデーウオーク」は、３度目の日本マーチングの公認大会でもあり、新たな取り組みを実施する中、昨年にも増して

の賑わいを取り戻すべく計画しているところであります。日本全国から、また外国からのウオーカーの参加も期待しています。また５月開

催の「飯能新緑ツーデーマーチ」もその具体的な準備を始めております。

「埼玉県マーチングリーグ」も下半期に開催予定の「川口ツーデーマーチ」「日本スリーデーマーチ」「日高かわせみの里ツーデーウオー

ク」も準備を始めており、新型コロナ感染症以前の賑わいを取り戻すには、もう少し時間がかかりそうですが、それぞれの実行委員会で新

しい取り組みも含めて魅力ある大会となるよう計画を進めております。

さて、過日埼玉県ウオーキング協会加盟団体会議を開かせていた

だきました。その中で、会員の減少と役員不足が課題となっている現

状が挙げられました。この問題は私が会長就任以来の課題でありま

す。特に役員の減少は、年間行事を実施するにあたり極めて厳しい状

況にあり、事業削減にもつながりかねない問題であります。「歩く楽し

さ 歩ける喜び」をウオーカーの皆様に実感していただくためには、ど

んな企画が必要か、会員の皆様からも良いお知恵を拝借できればと

思っています。

先人が積み上げてきていただいた本協会の事業を継続的に充実・

発展させるため、会員の皆様方のお知恵とお力添えをお願い申し上

げます。

本協会の役員一同、少ないながらも皆様にご満足いただけるよう一

丸となって努力してまいる所存であります。今後とも会員の皆様には

ご支援を賜りますようよろしくお願い申し上げご挨拶とさせていただき

ます。

神山会長の開会挨拶

植竹埼玉県保健医療部

健康長寿課長から祝辞

中村日高市教育長から祝辞
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